
                             

平成 28 年 5 月 2 日 
 
 
 
 
 

 

アスベストは深刻な健康被害をもたらす物質である反面、親和性や保温性などの性質が

すぐれていることから、多様な製品に使用されてきました。建築物においても、吹付けア

スベストを始めとして、耐火被覆材や断熱材、保温材や成形板等、多種多様なアスベスト

含有建材が用いられてきました。アスベスト含有製品はすでに製造が禁止されているもの

の、既存建築物ではアスベスト含有建材が多量に残存しており、経年により改修や解体の

時期を迎えているものが多くなっています。 

アスベスト含有建築用仕上塗材は塗膜が健全な状態であればアスベストの飛散のおそれ

は小さいですが、除去工事においては破断や破壊が伴うため、適切な飛散防止措置が求め

られています。建築研究所では、2014 年度および 2015 年度に日本建築仕上材工業会と共同

研究を実施し、アスベスト含有建築用仕上塗材の除去作業を実験的に再現し、その際の粉

じん飛散状況を確認した上で、実際の除去工事での粉じん飛散防止処理技術の検討を行い

ました。 

本指針はその成果をとりまとめ、アスベスト含有建材のうち、アスベスト含有建築用仕

上塗材について、改修工事または解体工事に伴う除去工事の際のアスベストの飛散防止処

理技術について提示したものです。 

本指針が関係各位に有効に活用され、アスベスト含有建築用仕上塗材の除去工事の際の

アスベスト飛散防止対策に役立つことを期待しています。 
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